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により変位が一定値に収束していき，得られた変位が静
的平衡状態，すなわち，［K］｛u｝t＝［F］tを満たすまでこれ
を繰り返す。静的平衡状態が得られた後は，つぎの温度
ステップにおける変位の計算へと移る。このように，荷
重ステップにおける変位の計算を疑似的な動的問題とと
らえ，疑似的な時間ステップに分割して解析を進める。
なお，静的陰解法FEMでは，系全体での剛性方程式を
解く必要があるため，大規模解析においては各計算ステ
ップにおける計算量が膨大となる。いっぽう，この理想
化陽解法FEMでは，計算ステップを分割して解析を進
めることから全体剛性方程式を解く必要がなく，各計算
ステップにおける計算量は静的陰解法FEMに比べては
るかに小さくなる。したがって，計算するステップ数ぉ，警覆鎩に儒ぷ
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の凝固形態をおおむね表現できていると考えられる。
　つぎに，各板厚の溶接線断面におけるBTR塑性ひず
み増分の分布図をਤ��に示す。板厚16 mmでは溶接線
全線にわたり，BTR塑性ひずみ増分が極端に大きくなる
箇所は認められないが，板厚
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